極性を持つラットセルトリ細胞の細胞膜アピカル部およびバソラテラル部におけるクラスBスカベンジャー受容体タイプ1の発現と機能 by Nakagawa Akihisa & 中川, 彰久
学位授与番号
学位授与年月日
氏名
学位論文題目
甲第1649号
平成１６年９月３０日
中川彰久
ExpressionandfUnctionofclassBscavengerreceptortypelonbothapicaland
basolateralsidesoftheplasmamembraneofpolarizedtesticularSertolicellsoftherat
(極性を持つラットセルトリ細胞の細胞膜アピカル部およびバソラテラル部におけるクラ
スＢスカベンジャー受容体タイプIの発現と機能）
論文審査委員主査
副査
木幹夫
本博
本谷博
教授
教授
教授
並
山
吉
内容の要旨及び審査の結果の要旨
クラスＢスカベンジヤー受容体タイプＩ（SRBI）は精巣内体細胞であるセルトリ細胞の表層に存在し、
セルトリ細胞の脂質代謝やアボトーシス細胞貧食に必要なタンパク質である。セルトリ細胞は精子形成を
助ける哺育細胞であり、この機能は脳下垂体ホルモンによって制御される。極性を持つセルトリ細胞は
互いに密着結合を形成することで、自身の細胞膜をアピカル部（管腔側）とバソラテラル部（基底部側）
の２領域に分けており、これらは異なる機能を有すると考えられる．また、精子形成は一定の周期を持っ
て進行しており、セルトリ細胞の機能もその周期にあわせて変動すると予想されるが《その詳細は不明で
ある。本研究では、セルトリ細胞におけるSRPBIの発現と機能について、細胞極性および精子形成周期へ
の依存性に着目して解析した。
SRPBI発現を調べるために、切片上のセルトリ細胞について、insituhybridLzationにてｍＲＮＡを、免疫
組織化学にてタンパク質を検出した。また、初代培養セルトリ細胞について、間接蛍光抗体法や細胞抽出
液のウエスタンブロッテイングを行い、SRPBIタンパク質を検出した。SRPBIの機能を調べるために、精
巣組織内セルトリ細胞や初代培養セルトリ細胞における高密度リポタンパク質からの脂質取り込みを検出
した。
ＳＲＢIタンパク質は､セルトリ細胞表層のアピカル側とバソラテラル側の両方に存在していた。さらに、
SRPBIを介した高密度リポタンパク質脂質の取り込みは、セルトリ細胞のアピカル側とパソラテラル側の
両方で観察された。また、SRPBImRNAを発現する精細管の割合は、精子形成のステージＩ～VＩで低下し
た。一方、初代培養セルトリ細胞におけるSRPBIタンパク質の発現は、脳下垂体ホルモンである卵胞刺激
ホルモンの添加で増加した。
以上の結果より、SRPBIは、セルトリ細胞表層のアピカル側とバソラテラル側の両方に存在して機能す
ることが分かった。また、ＳＲＢＩの発現は精子形成周期とともに変動し、卵胞刺激ホルモンにより促進さ
れると示唆された。
セルトリ細胞におけるＳＲＢＩの発現様式を詳細に記述した本研究は、今後のセルトリ細胞機能の解
析に大きく貢献する労作であると評価され、学位に値すると判定された。
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